
 
私たちは、集団予防接種での注射器の使い回しによりB型肝炎ウイルスに感染した約45万人を救済

する『基本合意』をH23年 6月に国と結び、ウイルス性肝炎患者の為に活動を行なっています。 

 

肝炎ウイルス検査は行政検査、妊婦健診、手術前検査、職場検査で実施され、国民の6～7割は受検

したと推定されています。ただ、陽性と判明した一部の方が必要な受診をしていないようです。 

肝臓は沈黙の臓器です。肝炎ウイルスに感染しても、熱や痛みなどの症状はほとんどありません。

知らない間に肝硬変や肝がんに進行することがあります。 

肝臓専門医のもとで精密検査を受診することが 肝硬変・肝がんの発症を防ぐ有効な対策です。  

先ずは、無料の初回精密検査（条件有）を受けて下さい。その後の定期検査には費用負担が重くの

しかかりますが、是非、助成制度（所得条件有）を利用し、継続して下さい。 

 

ところで、集団予防接種でB型肝炎ウイルスに感染された被害者は、国からの給付金（50万円～

3600万円）が支給されます。無症候キャリア（感染していても発症が現われていない人）は給付金と

無料定期検査（国の政策対応）が受けられます。 

給付金を受け取った方（和解者）は、9年経過の累計でもわずか6.7万人（2021年 1月末現在）で

す。 特に被害者の85～90％を占める無症候キャリアの和解救済が進んでいません。  

その方こそ、国の政策対応の無料定期検査を利用して重症化を予防して下さい。給付金も受け取れ

ます。 

給付金制度を詳しく知りたい・悩んでいる方は 下記まで お電話ください。ご相談は無料です。 

 

 

全国B型肝炎九州訴訟長崎弁護団・原告団 ☏ 095-825-2231 

長崎市賑町５番２１号パークサイドトラヤビル401号室  崎陽合同法律事務所   

肝 炎 ウ イ ル ス 検 査 で 陽 性 者 の 方 へ  

相談先 

問い合わせ先 


